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当初予算案ができるまで 

 

市は、新しい年度が始まる前にこの先 1 年間に行う事業を検討し、収入と支出の見積り

をします。これが「当初予算」といわれるもので、市民の代表である議会の議決を経て成

立し、新しい年度が始まるとこの予算をもとに事業が行われます。 

「当初予算」の予算編成は以下のような流れで行われ、議会に予算案として提出されま

す。 
※時期は、平成 22 年度予算編成をもとにしています 

  

 

参考資料 

 

予算編成方針 

各部概算要求 

新年度歳入見通し・市政運営の基本的な考え方 

各部予算要求 

財務部査定

市長査定 

内示・最終調整

予算案調製・決定 

予算案を議会へ提出 

新年度にどれだけの収入が見

込めるか、新年度はどのような

事業に重点をおくかなどを示

します。各部はこれらをもとに

予算の大まかな見積をします。 

各部の概算要求や歳入見通し、

市政運営の基本的な考え方を

もとに予算の編成方針を示し

ます。この方針を受けて、各部

が予算要求をします。 

各部からの予算要求に対し、財

務部が査定を行い、市長に予算

原案を示し、市長と予算案の調

整を行います。 

市長査定後の予算案を各部に

内示し、最終的な予算案を固め

ます。 

6～8 月 

9 月 

10 月 

1 月 

2 月 

11～12 月 


